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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 331.6 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

大目標：教育や文化とスポーツ・活気とゆとりある緑あふれる安全安心快適なまちづくり～

　　目標１：市民の生活拠点として区画整理によるアメニティの向上を図り、市北部の中心市街地としてのにぎわいを再生する。

　　目標２：戸塚南部・石神西立野地区の緑豊かな地域特性を生かし、健康志向の住民を誘導することにより、一層の地域振興を図る。

　　目標３：施設周辺街路等の整備改善により、ＪＲ及び埼玉高速鉄道線のアクセス条件、交通安全性、歩行者の快適性の向上を図る。

　　目標４：調節池の整備により、浸水被害のない安全安心快適なまちづくりを実現する。

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

地区人口 人 平成１７年度 平成２２年度

㎡ 平成17年度 平成２２年度

人 平成１７年度 平成２２年度

浸水面積 ㎡ 平成１７年度 平成２１年度

都道府県名 埼玉県 川口市
かわぐちし

戸
と

塚
つか

南部
なんぶ

地区
ちく

計画期間 交付期間 22

・当地区は戸塚東部及び安行藤八地区のエリアを新たに加え、これら２地区と石神西立野地区の土地区画整理事業を基幹事業として戸塚南部土地区画整理事業との広域事業地区を形成することにより、まちづくり事業の一体整備を図ることができるとともに、
広域幹線道路である都市計画道路南浦和越谷線の整備と周辺の土地区画整理施行済み地区の波及効果として、町並み形成意識の高揚と取り組みに対する住民意欲を促すことができ、公共施設の整備改善と宅地の利用増進を図り、良好な居住環境の形成
を本事業の目的とする。
・戸塚南部地区並びに石神西立野地区及び安行藤八地区は川口市北部の戸塚・安行地区の中央に位置しており、現在施行中の区画整理事業の進捗とＪＲ・埼玉高速鉄道｢東川口駅｣及び埼玉高速鉄道線｢戸塚安行駅｣に近接していることから、近年において
急激に人口が増加している。この区域において、住民の健康志向に応えスポーツを中心とした地域交流センターが建設されることから、この進捗にあわせた区画整理による周辺整備が課題である。

・石神西立野地区（平成６年）並びに安行藤八地区（平成９年）及び戸塚東部地区（平成５年）はそれぞれ事業開始以来１２年目と１０年目並びに１３年目を迎えているにもかかわらず、進捗率はいまだ２５％と１６％・５０％に留まっており、今後工事や委託並び
に移転等の作業工程の執りあい等がエリアの一体化により事業の効率的な運用を図ることが見込める。

・川口市総合計画において、当地区は埼玉高速鉄道線の新駅周辺地区の整備地区として位置づけされていることから、早急な住環境の整備、改善が求められている。

・当地区は戸塚南部特定土地区画整理事業として区画整理を施行しているが、同事業は昭和６３年の事業開始以来１７年目を迎えて進捗率は７６％であるが、17年度末で国庫補助事業がすべて終了することから、事業資金として保留地収入と市補助金のみ
となって今後の事業推進に支障をきたしている。

・本地区は｢植木の安行｣として著名な地区で地区内の土地利用が多くが植木生産を目的とした農地や山林であったが、区画整理の進捗により宅地化が顕在してきた。これらと平行して、近年集中豪雨や台風等による浸水被害が強まっていることから、現在整
備中の西立野調節池の早期完了が安全安心快適なまちづくりの面からも急務である。

・戸塚東部地区は広域幹線道路である都市計画道路南浦和越谷線の整備と周辺の土地区画整理施行済み地区の波及効果により急速に都市化が進み、スプロール化が進行しつつある地域である。よって無秩序な市街化を抑制し公共施設の整備改善と宅地
の利用増進を図り、居住環境の形成を本事業の目的とする。

人口減少・高齢化時代のなか埼玉高速鉄道に近接した当区域において、都市経営のにぎわいの創出には、区画整理によるまちづくりが都市整備上の最大かつ緊急の課題である。

　・市の北部地区は区画整理事業の進捗と埼玉高速鉄道線の開始により、住環境と交通網が整備されたことから人口が急増しており、市街地における地域生活の活性化を果たす役割を確立する必要がある。
　・埼玉高速鉄道の乗降客を確保するためにも、市民の訪れる魅力的なビルドアップの方策が必要である。

・区画整理により形成された市街地の中で、児童センター及びスポーツを媒介とした健康・保健・福祉のコミュニティ施設を核として、緑あふれる公園並びに四季を感じる街並みにより、市民が愛着を持って集い訪れるとともに、ＪＲ・埼玉高速鉄道｢東川口駅｣及
び埼玉高速鉄道｢戸塚安行駅｣の周辺商業地区の活性化を促進し、当地区が戸塚地区と安行地区の地域交流の中心としての役割を果たす市街地を形成する。

　・川口市総合計画のなかでは戸塚安行駅及び土地区画整理事業による新市街地の整備を図るとともに、地域の将来像においては【緑を生かし親しみと潤いのある住環境を育むまち】を揚げて、快適で潤いのある生活空間の創出においてはスポーツセンター
などの、必要な公共施設の整備に努め、緑と水のネットワークづくりにおいては緑の保全と活用を推進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

住宅の増加に伴う居住者の増加 市街地整備と高次都市施設の整備により居住者の増を目指す 15,885人  17,169人

宅地課税面積 区画整理地内における固定資産税宅地課税面積の増加 住宅地の増進に伴う宅地面積の増を目指す 891，146㎡ 1，047，364㎡

地下鉄乗降客数（１日） 通勤・通学等による利用者数 ビルドアップにより戸塚安行駅の乗降客の増を目指す 3,800人 4,764人

浸水被害の減少 調節池・調整池の整備により浸水のない安全安心快適なまちづくりを目指す 30，014㎡ 1,900㎡



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

整備方針4（歴史と文化のまちづくりの推進）
・当地区及び周辺の歴史的埋蔵文化財の遺跡・寺院等の案内板を設置する。また、歴史と文化のまち案内パンフを作成し、勉強会等を行い、歴史と文化の
まちづくりの推進をする。

提案事業：まちづくり活動推進事業(歴史と文化のまちづくり推進事業）

方針に合致する主要な事業
整備方針１（区画整理事業の早期完了により、にぎわいを創生する）
・平成１７年度末の各地区の区画整理進捗率は１６％～８０％とまちまちであるが、それぞれの事業区における街づくりにはまちづくり交付金制度の導入を
進めることにより地域の一体整備とバランスの取れた町並み等の良好な住環境整備が進み、住宅地の供給が促進される。
・当地区はJR及び埼玉高速鉄道に近接することから、区画整理事業により良好な市街地が整備され、人口が増えるとともに賑わいが創出される。

基幹事業：土地区画整理事業

整備方針2（地域の特性を活かした公園の整備）
・当地区は大宮台地の南端市に位置し、高低差のある複雑な地形であり、郷山斜面林が広がっていることから、地形を活かした自然とのふれあいの場を提
供する。
・少子高齢化のなか、当地区に新設するスポーツ施設等により、親子のふれあい・子供の遊び場・散策の場を提供する。

基幹事業：公園

整備方針3（安全安心快適なまちづくりの推進）
・当地区の低地部である赤堀・根井堀用水路付近一帯は毎年集中豪雨や台風による浸水被害がある。これらの被害を解消するため調節池・調整池を整備
し、安全・安心・快適なまちの形成を目指す。
・当地区において防災上の避難場所となる公園に耐震性貯水槽（60㌧）を設置することにより、被災者の生活用水を確保するとともに火災時における消防
用水として活用することにより、被害を最小限にして安心・安全なまちの形成を目指す。

基幹事業：地域生活基盤施設(地域防災施設）



交付対象事業等一覧表 

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
道路

公園 川口市 直 H13 H18 H18 H18 40 40 40 40

公園 川口市 直 H9 H22 H22 H22 41 41 41 41

公園 川口市 直 H21 H21 H21 H21 30 30 30 30

公園 川口市 直 H22 H22 H22 H22 22 22 22 22

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 川口市 直 － H13 H19 H18 H19 679 248 248 248

地域生活基盤施設 川口市 直 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ20 Ｈ21 230 230 230 230

地域生活基盤施設 川口市 直 － Ｈ20 Ｈ22 Ｈ20 Ｈ22 34 34 34 34

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 戸塚南部特定土地区画整理組合 間 52.7ha H13 H22 H18 H22 2,218 1,451 1,451 1,451

土地区画整理事業 川口市 直 99.1ha H14 H22 H19 H22 6,000 230 230 230

土地区画整理事業 川口市 直 68.1ha H14 H22 H19 H22 9,270 232 232 232

土地区画整理事業 戸塚東部特定土地区画整理組合 間 33.7ha H16 H22 H19 H22 2,190 1,285 1,285 1,285

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境推進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

防災街区整備事業

20,754 3,843 3,843 3,843 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

－ 0

－ 0

戸塚南部特定土地区画整理組合 間 － H22 H22 H22 H22 10 10 10 10

0

合計 10 10 10 10 …B

3,853
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
戸塚南部特定土地区画整理組合 国土交通省 52.7ha ○ S62 H17 13,410

川口市 文部科学省 ○ H18 H19 4,346

戸塚東部特定土地区画整理組合 国土交通省 33.7ha ○ H5 H26 12,646

合計 30,402

交付対象事業費 3,853 交付限度額 1,560.7 国費率 0.405
（金額の単位は百万円）

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

戸塚下台公園

戸塚立山公園

戸塚立山第２公園

安行藤八第４公園

－

調節池

調整池

耐震性貯水槽

－

－

戸塚南部特定土地区画整理 0

石神西立野特定土地区画整理 0

安行藤八特定土地区画整理 0

戸塚東部特定土地区画整理 0

住宅市街地
総合整備
事業

合計
0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業活用調
査

－

－

まちづくり活
動推進事業

歴史と文化のまちづくり推進事業 －

0

合計(A+B)

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

土地区画整理事業(特会） 戸塚南部地区

スポーツ交流センター 戸塚南部地区

土地区画整理事業(特会） 戸塚東部地区



都市再生整備計画の区域
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） 面積 331.6 ha 区域 大字戸塚、行衛、長蔵新田、西立野、石神、安行、安行西立野の一部、戸塚鋏町、戸塚境町、


